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今和 4年度 第 :口 鴨居地区別計画推進策定委員会を開催しました !

【具体的な活動】

●鴨居チ ∃イボラの活動を継続・拡大 し、生活上の困りごとを抱える住民に広<利用 し

てもらい、住民同士が支え含う意識を醸成 します。また、広<住民に層‖染み、利用促

進につながるための周知を進めます。

●高齢化するサポーターの安全面などに配慮し、活動参加者について若い世代から高齢

世代まで互いに支え含えるように検討します。

●子どもから高齢者、外国人等の地域での居場所づ<りや困り事をサポートする活動を

継続し、挨拶や交流を通じて顔の見える関係づ<り を進めます。

●第 3期に作成したバンフレットを活用する等、自治会加入促進の取組を継続し、ゴ

ミ出しのマす―や災害時の支え含い活動等への理解・協力を広めます。

【具体的な活動】

●日頃から支援につながりやすい関わりを意識 し、災害時に安否確認できるよう、「鴨居

防災ささえあいカー ド」や「黄色いリボン」、「緊急時情報シー ト」の取組を継続 しま

す。

●災害時の対策や取組が住民に行き届くための周知を引き続き進めます。



『鴨居チヨイボラ」の拡大・拡充について意見交換を行いました。

コーディネーターの方からは現状の課題、また各種団体の方からは新しい提案が

上がるなど、活発な意見交換になりました。

● 意見交換の内容 ●

【周知について】

・マグネットの配布は効果があつた。具体的にどんなことが

できるのか書いてある案内があるとよい。

・連合のホームペ早ジに、チョイボラの活動や倉庫に置いて

ある機材を写真付きで掲載してはどうか。

・チョイボラの活動を継続的に情報発信してはどうか。

【活動内容・メニューについて】_

・実際にチ∃イボラとして対応ができなくても、相手の思いに

応えるような情報提供ができればいいのではないか。

・アマチュアのボランティアであり、介護保険サービスや商売

との線ヨ|きはよ<考える必要がある。

・ どんなことができるのか受入体制を作つてからでないと、

メニューを拡大しても依頼を断ることになってしまう6

。サロンに来られない人の話し相手になれるとよい。

【依頼者、対象者について】

・「どんなことをしてもらいたいか」声を集めたい。

・対象者を限定してしまうと、良い人材がいても活かせないのではないか。

・外国人や地域の活動団体の依頼も可能にするか。

・対象を「困つている人」と見直してはどうか。

【コーディネーター、サポーターについて】

。若い人に主日だけでもサポーターとして協力してもらえる

と助かる。

・近隣の学校に声を掛けるのはどうか。

・サポーターができることの情報整理が嚇要か。

・ニーズに合ったサポータこの募集も拡大につながる。

<鴨居地区別計画推進策定委員会 構成団体等> (順 不同・敬称略)

●連合自治会 ●各自治会 ●地区社会福祉協議会 ●民生委員・ 児童委員 ●青少年指導員

●家庭防災員 ●保健活動推進員 ●消費生活推進員 ●鴨居おやじの会 ●鴨居消防回

▲鴨居チョイボラ マグネット

<作成協力> 鴨居地域ケアプラザ ・ 緑区社会福祉協議会 ・ 緑区役所


